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 御入学、御進級おめでとうございます。 
４月７日、新入生 145名を迎え、令和５年度は 984名の子供たち、

常勤 68名の教職員でのスタートとなりました。 

新学期が始まって 1か月が経とうとしていますが、子供たちからは、

やる気に満ちた様子がうかがえます。 

昨年度も新型肺炎ウイルス感染症の感染拡大に伴い、学校生活が多く

の制約を受ける中、子供たちの健康、安全を第一に考え、創意工夫しな

がら、今できることは何かを考え、子供たちと共に、精一杯取り組んで

まいりました。   

新年度が始まって「マスクを着用しないこと」が基本となり、 

また５月８日から新型肺炎ウイルスの感染類型が２類から５類に移行するなど、学校生活が少しずつ本来の

姿に戻りつつあります。保護者の皆様には今年度も引き続き、毎朝の検温・健康観察の御報告、さらには新し

い生活様式の実施など感染対策に御協力いただき、豊な学びに満ちた学校生活が継続できますよう、御理解と

御協力を引き続きお願い申し上げます。 

  

 
例年より早い春が訪れた４月。145人の子供たちを迎え、令和５年度が始まり

ました。新しい友達に新しい先生。少しずつ慣れて、自分の居場所をつくりはじめ

ています。 

本年度より富士根南小学校校長となりました、風間 裕之 です。どうぞ、よろ

しくお願い致します。 

さて、新型コロナウイルス感染症は落ち着いてきましたが、世の中の変化は以前

にも増してそのスピードを速めており、これまで以上に未来を想像するのが難し

くなりました。そんな中で 984人の子供たちがよりよい未来社会を創り上げるた

めには、私たち大人が、未知の世界でも使える力を育んでいくことがなにより大事

なことです。 

 富士根南小学校では、学校教育目標「夢をもって、自ら考え、共に学

ぶ子」に向け、特に１２の資質・能力を育んでいきます。（12の資質・

能力については、ホームページにあるグランドデザインをご覧くださ

い。QRコード参照）その中で重点としているのは判断力。自分の人生を自分自身

で決めていくための大切な力です。判断力を育むためには、だれかが言ったことに

常に従うのではなく、自分で決めて、その結果がどうだったのかを自分で考え、反

省するプロセスを繰り返していくことが必要です。御家庭でも、ぜひお子さんが自

分で選んだり、自分で決めたりする機会を増やし、その結果がどうであったかを話

し合ってみてください。判断が失敗だったと反省することもとても大切な経験で

す。自分で決めたことだからこそ、次の判断の材料として生きるものと

なります。自分の知識を総動員して考え、自分にとって、そして仲間に

とってよりよい判断ができる力を育んでいってほしいと思います。 
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